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3．近世の相川鉱山  
図3－1金鉱床のできるまで  
3．1山金を求めて   
3．1．1砂金と山金  
砂金は金の鉱石を長い時間をかけ自然の力で掘り崩し、流れの力   
でさらに砕き細かい金の粒となったものを選んで集めたもの。佐渡   
では西三川で中世のころから砂金が採られていた。   
中世の終りごろ海外から伝来した金鉱石から金をとる探鉱、採鉱、  
採掘、選鉱、製錬といった様々な技術と知識が入ってきて、日本で   
もようやく人手で金鉱石から金，銀、鋼、を取り分けることができ   
た。こうして金鉱石からとった金のことを総称し山金と呼んだ。   
金を含んだ鉱石は岩山にはさまれ、重ね合わせた薄い布のように   
鉱脈となり佐渡金山の山々の地中深く連なっている。鉱脈は主とし   
て第三紀の火山活動によって海底に噴出したマグマの中にあった。   
マグマは冷えて凝灰岩や頁岩の層になるが、金の鉱脈はこれらの   
岩の割れ目に浸み込むよう固まってできた。高熱の液状のマグマに  
はいくつも成分が混じり合っている。  
この成分は比重の異なりや冷えて固まっていく温度、圧力によっ   




鋼化合物となって不思議な黒い縞模様となって白い石英脈の中には   
さまっている。  
3．1．2金の鉱脈  
鉱脈はあまり深い処から発見されていない。地表からせいぜい千   




気、搬出などの採鉱経費がかさみ経済的にも金を求めるには見合わ   
なくなっていく。   
古い時代ほど金銀の含有量の多い良質な鉱石が楽にとれる処にあ  





3．1，3金の含有量と濃縮の技術   
金は地殻全体の中で10債分の1しかなく鉱脈に濃縮された状態で  
も10万分の1しかないといわれている。金鉱石を掘り出してから、  
さらに何万倍に濃縮する技術がなければ金を得ることはできない。   
中世末のころ金鉱石から金を得られるようになったのは大変な技  
術革命だったのである。佐渡相川の場合どうだったかを次で検討し   
てみる。   
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図3－2 坑内作業模式図  
第2には奉行所の運営監理体制の変化から徹底した金銀の回収を   
行うため、合理化や改革を行っていく、その結果として施設配置を   
変えていく姿をみる場合である。   
第3には他で詳しく論じられるが、明治以前は人力に頼った施業  
であり金銀の生産を優先した町道りを行っていたのでその集約され   
た都市空間の町の姿から特長を見る場合である。   
第4には金山独得な地形、地質などと利水や施設の関係を検討す   
ることである。相川の町は地形に左右されている。特に鉱山の施設   
群は3つの河川とその間の台地の上に展開する。海岸に沿って開か   
れている部分は鉱山を支える町となっている。鉱山も郡市の暮しも   
水を大量に使い海岸へ排出する。海岸は必要な物資の入る港として   
重要な役割もあった。これらの要素を結んで金山の町が形成されて   
いた。  
このように考えて鉱山施設と相川の都市機能を以上の4つの視点   
で分析していく。但し都市生活での利排水、井戸水やセシナゲ排水   
などに関しては、「図説佐渡金山」に、町屋や都市空間については別   
に章立てがあるのでここでは除いておく。   
3．3工程と施設から見た町造り   
3．3．1採鉱＝・稼方の施設と鉱山の番所   
様方の仕事の範囲は金鉱石の採取を支える鉱山仕事の全体で、探   
査があり、探鉱があり、鉱石の採掘、搬出と続く。  
この為には測量があり坑内の安全維持や整備のための山留という  
3．2相川の鉱山施設と空間構成の特長を求めて   
3．2．1分業と工程の流れ・施設のある場所からみる視点で  
金にするまでには大きく探鉱、採鉱、選鉱、製錬という4つの工   
程を経る。近世にこの工程を稼方、粉成、吹方との3つに呼びわけ   
分業していた。  
稼方は探鉱、採鉱、一次選鉱まで、粉成は第二次選鉱まで、吹方   
は2つに分けられ吹き立て（第一次製錬）と吹分け（第二次製錬）   
の作業工程を経て金になる。佐渡の鉱山の場合さらに小判にするま   
での工程（鋳造、鋳貸）が加わっていた。  
幕府の出張所ともいえる奉行所の運営、監理体制は時代により大   
きく変わり、初期の民間主体の生産体制を支援管理して金を入手す   
る方法から、後期の採掘した鉱石からもらさず金銀を回収するため  
の幕府直営工場体制へ遷っていく。  
基本的な生産技術とその工程は江戸初期に確立してあり以後も   
変っていない。変っていくのは金をより多く得るための合理化策で  
あり、そのための看視監理の方策であった。  
従って、近世の相川町の空間構成の姿と特長を鉱業の工程や管理   










金銀山と相川の町   
支柱造りなどの作業がある。続いて照明、換気、排水、通気などの   
作業や、坑内で使う器材、資材の調達と加工準備を行う作業がある。  
採掘の担い手は山師以下金児、大工、穿子などの諸職の分業によ   
るが使用する物資、人材の投入や採算、収支などは初期には経営者   
の山師の仕事だった。が、後期になると管理者である役人の掌握す   
るところとなり山師や金児は現場監督に近くなる。  
こうした体制で地中より鉱石が掘りだされる。掘り出した鉱石を   
錘という。錘は山中の建場小屋で水に浸し色あいによって金銀の含   
まない部分を見分けて取り除く。これは女性の仕事で石撲りという。   
鉱石の第一次選鉱である。  
だから建場小屋は沢水が引き易い処になくてはならないし、鉱石   
を掘るたがね造りを行う鍛冶小屋も焼入、焼直し、打ち直しの加工   
のために冷たい流水は不可欠である。  
こうして水を常時必要とした施設群であったため水の得やすい谷   
川沿いに施設は作られることになる。というより、こうした点を考   
慮し開発初期には谷筋から鉱脈のある山の腹に向け坑道が掘られ近   
くにこれらを補助する、資材置場、貯鉱場なども造られていた。  
石撲り作業の前後に錘の計量、検査があり石摂りによって、上、  
中、下、はじきと鉱石は区分され臥に入れ貯鉱しておく。   
以上の工程までが山師と金児の指揮する稼方の職分となっていっ   
た。この工程の各段階で役人はもらさず金銀にすべく検査監理を   
行っている。  
稼方の仕事場である鉱山地帯は御番所を境に山奉行のちに山方役  
の管理する地域となっていて、町方と区別され山法度を生し独特の   
施業体制が敷かれていた。  
鉱山施設には山内に点在する各間歩の他に山番所、荷置場、四ツ   
留番所と作業小屋の各種の施設があった。作業小屋は建場小屋、鍛   
冶小屋、廃石の再選鉱を行うドベ小屋などである。  
これら採掘のための施設は金鉱石が出る処に作られるので、なく   
なれば出る場所に移る性質をもっていた。したがって時代によって   
場所は変わっていく。  
まとまった施設構成をもつものに自分樺山の荷置場があり、幕府   
直営になる直山の四ツ留番所がある。産出昂の多い間歩は柵で囲わ   




もっとも、この四ツ留番所の管理体制ができたのは近世中期のこ   
とで以前は単にこの施設を間歩名で呼んでいたらしい。  
後期の四ツ留番所の役目は坑内作業の維持、管理のための役人が   
務める施設で、ここで役人は出入りする人間の検査や灯火油、鍛冶  
用の鉄、錘を入れる臥、坑内の落盤を防ぐ支柱用の留木などの必要   
物資の供給を行い、出た鉱石の監理保全を行うことである。  
このため棚の中には貯鉱場があり、ここが山師と金児、幕府への   
上納分の利益配分を決定する荷分けを行う現場で、貯鉱した錘を次   
の工程の業者である買石に対する入札場所にもなっていった。   
ユヾ  
図3－3 採掘から鋳貨までのプロセス   
産出量の少ない間歩は、小さな坑口の番所（横引場）があるだけ   
で錘は近くの荷置場にまとめて納められていた。  
こうした柵に囲まれた荷置場や四ツ留番所の設けられる場所が沢   
通りの谷近くにあったのは見渡がきき管理が容易であり、ここから   
川を下れば鉱石の粉成、吹分けの施設がある町場へ通じていたため   
である。  
細砂に区分する。さらに糸田砂を石磨で泥の状態にまで追い込み、最   
終的にはねこ流しにより水筋と汰物に区分けする。  
この選鉱工程の原理は鉱石を砕き揺り次に金属分の分別である板   
取、立ておけ、ネコ流しと方法や呼称はちがうが水を利用した比重   
選鉱を繰り返し同じ工程を何度も行い金銀分を回収することに特長   
がある。  
勝場で選鉱された水筋と汰物は検査計量のうえ次の床屋作業に廻   
される。  
勝場仕事は大量の水が引ける場所に造られる施設で、多くの人手   
を要することから、町が山中にあった時代には採掘場近くの河原に、   
相川の町が下流の上町台地の上に整備されるようになると、人々が   
働き易い町場近くの河川敷や沢に勝場や床屋の群が移っていった。  
いずれにしても採掘された金鉱石は自然金（水筋）と銀化合物の   
汰物に分けられるまで河川近くから離れることはないのである。  
河川は3つあり、南沢、北沢、水金沢という。  
奉行所があり役人や山師、金児が住み町人商人がいる上町台地の   
南側が南沢、北側が北沢である。水金沢は下山の神台地の北にある   
川であるが近世中期には鉱山に遠く錘の運搬に便が悪いためであろ   
う粉成の場としては使わなくなり遊女町が移ってきた。  
上相川千軒、北沢千軒という言い伝えがある。  
上相川千軒の話は初期の人々の群がる金山の町の姿を、北沢千軒   
の伝聞は河原にある勝場や床屋の工場の群の姿から膨らんでいった   
金銀山の好況をったえる話である。この件、後述するが、いずれに  
3．3．2選鉱の施設…粉成は勝場で   
入札が済んだ鉱石は買石によって粉成、吹立、吹分けという工程   
を経て金銀になる。粉成方の仕事は金が重い金属だから水に沈み他   
の泥分は浮くことを利用し金銀を分けとる比重選鉱を行うことであ   
る。  
鉱石を和き砕いてさらに臼で揖いて、微粉にして選別する。粉に   
なった状態で水を使って何回も選別する。  
選別により鉱石は3つに分けた。金と銀の合金となった自然金を   
主とする水筋、銀化合物（汰物）、と泥粒に分別していく。以上の粉   
成を行う場所を勝場といった。  
鉱石を砕き粉成にするのを石和きといい、次に水を使って比重選   
鉱をするのが板取りという。ここで水筋（自然金）と銀分の汰物と   
沙粒にする。  
これを「元汰」といい次に沙粒は水を使いゴミをふるい分ける。   
これを「立ておけ」の作業という。  
この鉱石の沙粒は石磨され損つぶされ、また板取りをし、水筋と  
ニリ   
しても鉱山町の施設は自然地形や河川をうまく使って整備されてい   
く。  
金と銀に分離することを吹分けといい作業場を前期には分床、吹分   
床、後になり金銀吹分所といった。  
化学反応させる炉は簡単で技術も不完全なものだったが、同じ作   
業を何度も繰り返し反復することで不純物を次第に取り除いて金銀   
にしていくのが江戸時代の技術的特長であった。   
このため吹立、吹き分けを何度も行う工程ごとに作業名称を別に   
付した。工程名が異なるため一見工程が複雑に見えるが基本は同じ   
で要約すると以下の通りとなる。   
①大床で金銀鉛の合金にする。  
まず、水筋や汰物と以前の製錬でできたまだ金銀分を残す鉱樺（柄   
実・カラミ）を鉛とともに炭火で加熱し、鉛の力で硫化銀を銀と硫   
黄に分解し金銀鉛の合金に溶け合わせると不純物は表面に浮き上が   
る。この表面を水で冷やすセカラミとなって合金と分離できる。  
（参筋金と山吹銀にする。  
合金に空気を充分吸わせながら熱すると鉛が酸化し灰に吸着して鉱   
浮として分離する。水筋は大床の作業で銀を少量含む筋金となり、   
汰物は須灰床と灰吹床の作業で金を含む山吹銀になる。ここまでが   
床屋仕事となる。  
この山吹銀に入っている金分の割合が、高いほど買石は利益を得   
やすい。このことから度たび不正所得や金の抜売の問題が発生し摘   
発を受けることになる場面がこの工程である。   
③金銀吹分所で金と酸化銀に繰り返し分け続ける。  
筋金は灰吹床で金（面筋金）と硫化銀にする。硫化銀は再び、①の   
3．3．3買石の仕事場は町の中   
買石は鉱石から金、銀を取り出す仕事を請負い、これを勝場で粉   
成し床屋で吹立て合金にし灰吹床や分床屋で金銀に分離する工場の   
経営者である。  
元和7年（1621）にはこれまで一緒だった床屋と分床屋などの作   
業場を別々にすることを命じられて町内各所で仕事をしていた。   
これら買石の施設は宝暦8年（1758）に廃止して奉行所内に用水   
を引き直営工場を設立し町内に散在した施設が全て移され寄勝場棟、   
寄床屋棟、吹分所などで作業が行われることになった。この時から   
買石は経営者ではなくなり、いわば職工長として工場に通うように   
なる。  
以前は、市中に点在した町人の工場へ役人たちは監視に出廻って   
いたのである。  
3．3．4吹方とは製錬のこと  
この工程は大小の炉を使い分け水筋や汰物を炭火の熱と化学反応   





図3－4 絵巻の抗口、鍛治小屋、建場小屋（後期）   
工程の大床へ戻され再度金と分離する作業となる。   
山吹銀は分床の作業に入るが、鉛と硫黄を投入加熱する（∋の作業  




筋床で分筋金と鋼分に初めて分けられる。   
この作業で分けられた硫化銀は次に薬抜床で硫黄を抜き、灰吹床  
の（∋内容の作業を受け灰吹銀と鉛、鋼分にわけられる。   
この各々の工程で産出した面筋金、分筋金には若干の銀分が含ま   
れていて、灰吹銀には若干の金分があるため純金、純銀としてから   
小判にする工程が小判所と後藤役所の仕事である。   
（鋼と銭座）  
金、銀を取り出す工程で鋼分がでる。この鋼分には若干、銀が含   
まれているため天和2年（1682）より南蛮絞で銀の回収を行った。  
佐渡で銅銭を作るようになったのは江戸中期の正徳2年（1713）   
からであるが、製造は断続的で、1年間で中止、18年、7年、10年   
間で中止と短かい。  
経常は町人請負の時と直営による銭座の場合があったが、中止の   
原因は、鋼の不足や、製造コストの悪さなどであった。   
3．4北沢と鉱山都市のはじまり   
3．4．1地形と河川からの視点・・・鉱山の範囲と沢通り開発  
北沢という小河川は大佐渡山地の尾根に達する小さな沢や谷から   
水の流れを集めて日本海に下る。海辺から1500mほど遡上した処で   
1本の川にまとまり北沢となるがこのあたりは古くは間ノ山といい、   
以前は川原と田地のある谷の小さな平地となっていた。  
ここは銀山が発見されるとほどなく上相川と並んで鉱山地帯の要   
となる町ができた処である。   
現在、上流に大きく道遊の割戸が見えるところである。かつてこ  
の割戸はふさがっていてここに豊かな鉱脈があり、鉱脈は尾根に続   
いていた。間ノ山から北沢は2手に分かれ左沢と右沢と呼ぶ谷川と   
なる。さらに上流で左沢は向山で2つに分かれ、北に向う沢を向山   
河通り、南は左沢通りとよんだ。  
右沢は間ノ山からすぐ急流となり80mほど上って台地にでる。こ   
こに初めての金山町、上相川が開かれた。上流に向うと幾筋かの細   
流に枝分れするが、道遊の割戸のある尾根にそった流れを右沢通り   
とよんだ。   





古図をみると間歩の印は鉱脈への出入口として印されている。印   
は時代によって場所が異なるが大半が沢の山腹や山の頂近くに印さ   
れていてここから坑道を切って鉱石を掘り下げている。  
3J   
この他、露頭した鉱脈を直接掘り下げていく場合がある。山頂近   
くから鉱脈を掘ったあとを割戸といった。  
こうして左沢は間ノ山を、右沢は上相川を基点の町として河通り   
に沿って鉱脈へ至る開発を行うようになる。そして開発がさらに進  













相川の郡市の原型ができるまでの約60年間の姿を佐渡年代記、佐   
渡四民風俗、佐渡風土記、佐渡相川誌、金銀山史話や町史資料集な  
どの史料から眺めてみる。それは天文11年（1542）に鶴子銀山が発  
見されてから始まり、慶長9年（1604）の大久保長安の渡海までの   
ことである。  
まず史料の文禄4年（1595）に注目するのは間歩、つまり坑道掘の   
工法で鉱脈を発見し計画的に採掘する新しい鉱山技術が導入され金  
銀山が大いに盛んになった点である。  
簡単に採掘できる露頭掘りや鉱脈に沿って地中に掘り下げる犬下   
り法、などではすでに鉱脈を追い切れなくなっていたのであろう。  
坑道掘りの方法は今でいうトンネルを掘り鉱脈を見つけその埋蔵  
量を確認してから本格的に採掘するといった計画性の高い方法であ   
る。  
その分、資材も人手も大量に消費する組織的な作業で当たれば鉱   
石も大貴に得ることができる。したがって資金も以前の方法に比べ   
充分なければできない技術手段であった。   
慶長6年（1601）この工法が相川の金銀山で使われたことを史料   
天文11年（1542）鶴子銀山の発見（相川金銀山の山向うにある）  
文禄2年（1593）西三川砂金山再興   
文禄4年（1595）鶴子銀山に石見国より山師がきて、本口間歩を稼  







図3－5 絵巻の四ツ留番所（後期）  
は伝えている。   
同年に相川で金山を稼ぐ人がいたとあるが、以前から露天掘など  
での稼行が行われていたか定かではない。がこのころには山金を掘   
り、粉成、吹分け金銀をとり出すこの方法で相川の金銀山が開かれ   
組織的な稼行が始まっていたのである。  
史料は同年，上相川の台地と間ノ山の河原に金銀の稼ぎをする山   
小屋の群があり番所があったことを伝えている。  
「佐渡風土記」によるとこの山小屋のことを銀山稼のものが木を   
伐り掘立の住居をつくり稼場が変わればそこへ作り移る住居と伝え   
ている。  
山小屋は鉱石の集荷所と作業場と住居つまり工場併用の住宅なの   
であろう。別に岡小屋と言うものがある。これは川原などに残る捨   
石から鉱石の再回収する小屋（施設）をさしている。  




いうことは多量な物資や人々が出入りし、山の中には活発な稼行施   
設があるということになる。  
山小屋といえば粗末なものといったイメージが先にたち町の姿が   
浮かばない。しかし簡素であったかも知れぬが金にするまでの鉱山   
の諸施設はこの山中に完備していて良質の鉱脈を求めて北沢上流域   
の一帯に無数の人々が群がり稼行していた状態であったと想定でき  
る。   
上相川の町の形成された時期を町史資料集7では、上相川の鍛冶  
沢町にある専念寺が慶長元年（1596）に建立されていることなどか   
ら、この時すでに草創の鉱山町が形成されていたとみている。  
間ノ山は慶長9年（1604）伊豆などから山仕36人来島し間ノ山衆   
といい後に金児と呼んだ場所である。これらの人々が間ノ山に居住   
し左沢流域を開発したのであろう。また間ノ山の称名寺は慶長18年   
（1613）に開基されていることから、間ノ山は上相川にやや遅れて   
町並が整備されたかと推定している。  
慶長8年（1603）になると長安の命によって上町台地の突端に海   
がみえる陣屋が設けられ相川は鉱山都市としての整備が始まってい   
く。  
相川金銀山の坑道掘開始から3年後、相川町の新しい都市計画が   
実施され台地の上に山師、金児、大工、商人、役人などの住居や施   
設が造られ相川の都市空間の原型が造られていく。間ノ山、上相川  
の町だけでは過密すぎたのである。  
3．4．3上相川千軒   
間ノ山や上相川は金山の始まりの町といわれている。上相川千軒   
の実情を探ってみる。  
元禄7年（1694）の検地帳より間ノ山、上相川周辺の町名と町が   
あった小字名を拾いあげてみる。この時上相川は21の町、間ノ山は   
8の町があった。  
エフ   
間ノ山 （6町名）  
惣徳町、嘉左衛門町、五郎右衛門町、清右衛門町、庄右衛門  
町、立町（小字名ニケ所）関東、五郎右衛門沢   






間ノ山は人名6、地名2となっていて、上相川は人名8、地名8、   
職名6、その他1の構成となっている。  
人名の町は大半が金銀山を開発した人々の名前に由来する。惣徳  




の町として開かれた処であろう。加えて周辺にサービス業になる遊   
女屋、問屋などがあった。  
しかし、稼方、粉成、吹方の3つの工程がどのような組織で配置   
されたかなど史料からは詳しく読み取れていない。が町名を読む限   
り様方の仕事と一次選鉱は間歩のある鉱山地帯で行い、以後の粉成   
からは水の便のある間ノ山、上相川地区の中で処理できる体制の町  
が慶長のころにはできていたと考えている。  
町々の草創の頃これら3つの行程を山師が一括して支配経営して   
いたが山師、買石とに分かれていったと言い伝えられている。この   
件、具体的な資料がなく定かではない。   
さて金山初期の上相川の軒数はどのくらいであろう。元禄7年の   
検地帳で21の町の面積は4町5反余となる。町史によると町々の一   
軒の敷地が20～39坪余になることから、概算し上相川の町は  
400～500軒の構成の町だったと推定している。  
一区画の土地に1棟の場合もあろうし、数棟建っている場合もあ   
るはず。また、上相川の右沢の鉱山地帯にも施設が建っていたはず  
である。棟数や施設の範囲が定かではないが上相川千軒の伝聞は千   
軒ほどとも千軒以上の賑わいの様子とも受けとっておきたい。   
3．5出水と生産の減少（良鉱と水貫間切）  




も再収集して人手をかけ粉成して金を得ていくしかなくなっていく。   
良鉱は地中深くにある。奉行所は江戸幕府の許可と出資を得て、   
良鉱を求め続けた。追えば出水に出合う。この対策は大規模な水質   
間切、つまり水抜きのための排水トンネルを掘り排水負担を軽くす  
ることであった。出水で採掘に経費がかかり始めたのは元和年間か  
らで、以後幕府を悩ませ続けるのである。   
3∠望  
図3－6 金銀山一覧図（近世・末期）  
右下に上相川、左下に間ノ山がある、左沢中央に銀山町が見える。   
より下を深く鉱脈を追い、ほどなく出水し水貫間歩まで、また人手   
で排水することになる。  
長期的な生産の減少の記録は慶安4年（1651）のころには始まる。   
この時期、山師を減らし間歩を休止する。明暦元年（1655）には山  
師や買石が窮状を訴え地子銀や床役などの小役銀を減じた。寛文1  
～6年（1661～66）は衰微の状態が止まらず大工たちが失業し他に   
出国することを許可している。   
元禄3年（1690）になると奉行荻原重秀が幕府の勘定奉行を兼務   
したまま再開発を行ない南沢疏水の工事も開始している。ほどなく   
金銀山は復興を始める。問題はまた深くなった鉱脈の位置と出水で   
あった。  
こうして造られた水雷間歩の大半は平成元年（1989）鉱山が閉山   
するまで約400年使い続げることができた有効な排水方法であった。   
3．6元禄7年の銀山図より   
3．6．1近世中期の鉱山施設の復原考証   
元禄年間は相川金銀山の始まった慶長年間から90年ほどだった時   
代で南沢疏水の開華や安錘の粉成など技術対策を中心とした銀山の   
再開発を行った時代である。  
元禄7年（1694）はこうした成果が表れはじめ金銀の生産が盛り   
返す直前のころ。  
元禄7年の鉱山図がある。「相川右沢左沢向山銀山図」という名が   
付いていて、4枚の内とあるが他の3枚は見当らない。  
それまで坑内の排水は湧水した場所から地上の沢のレベルまで汲   
み上げていたが、坑内の水のたまり場よりトンネルを掘り町のある   
台地の下を通り海岸近くの沢へ排出することにした。  
鉱山地帯の沢は海抜30～40m余の高さにある。水貫間切は勺配を   
みつつ30m余の地下にトンネルを掘り海岸へ導水するものである。  
測量術も高精度であったが、全山岩盤の地帯を人手で掘り抜いて  
いる。こうして海底下の鉱脈を掘れるようになっていったが、また   
再三の出水に会い排水経費がかかるため奉行所や山師の負担は巨大   
なものになり採算性も次第に悪くなる時代を迎えていく。   
資金を出せば出すほどに幕府も奉行所も鉱山開発や稼業体制に口   
を出すようになっていったのである。  
排水対策は水質間切の他、水上輪、寸方樋、竜樋などという排水   
器具を導入したり水苔人足を投入するなど様々な工夫が行われたの   
である。  
水貫間切の規模の大きな事例は五例ある。（町史資料集7）  
割間歩・水貫間切・全長345m元和8年（1622）より   
水金沢水軍間切・全長872m寛政3年（1626）から12年間かかる   
大切山間切   ・全長287m寛永11年（1630）から13年間かかる  
搬出、排煙用坑道である   
南沢疏水   ・全長922m元禄4年（1691）から約11年間かかる   
中尾間歩水貫・全長273m文政7年（1824）から約7年間かかる  
水貫間切が開通すると鉱石の産額は増したが、さらに水抜間切を  
、？5   
山  
図3－7 金銀山の測量図と水貫間切 海に向って走る直線が水貫間切   
さらりと描かれているので写本かも知れぬが図には稼業中の間歩   
が詳しく記入され、柵に囲まれた荷置場や間歩が点々とある。上相   
川や間ノ山の町々だけでなく3本の河通りに沢山の鉱山施設や家並   
が描かれている。  
つまり銀山の姿が具体的に解かるもので、この絵図より古い時代   
のものは現在みつかっていない。この絵図に注目したのは近世中期   
の銀山の大改革以前という点である。  
正徳4年（1714）は奉行所全体に渡る機構改革、宝暦8年（1758）   
は粉成、吹方の直営化などの大改革である。したがってこの改革以   
前は慶長以来の銀山仕法が生きている時代なのである。  
寺となっていた。このほか、用途がわからぬ小屋や建物が描かれて   
いて左沢河通りが鉱山稼業を中心とした人々の住む町となっている。  
3．6．3流域と鉱区  
金山の採掘範囲は北沢流域の3本の川通り筋に集中し他は無いと   
いっていいほどである。  
絵図には直山の間歩には赤い印が付いている。柵囲いしている施   
設が12ケ所あり、内訳は向山河通りに1、左沢通り9、右沢通り2   
となっていた。左沢通りが生産の主力の時代である。  
元禄7年の絵図によると間ノ山は左沢に沿った町並の一部として   
描かれ町並はさらに上流に続き、上相川は右沢流域の町並として描   
かれている。元禄期にはすでに銀山が流域ごとに開発されていたの   
である。  
3．6．2絵図の中の鉱山町   
元禄7年は相川の検地が行われた年である。検地帳によると上相   
川には21町の名があったが、絵図には7町名のみ記述されていて間   
ノ山町も惣名だけで内訳の8町は記入されていない。  
上相川や間ノ山にはかって寺々は15ケ寺を越えていたが、絵図は   
九ケ寺のみとなっている。このころを境に鉱山地帯の寺々は海岸の  
下町や南沢の寺町に移ったり廃寺になった。さらに元禄の末期にな   
ると5ケ寺に減って上相川地区は人々の居住が薄くなっていく。  
絵図をみると間ノ山町から続く左沢の河通りにも建物や施設があ   





御番所である。ここから600mほど上流まで間歩が山肌に点々と分布   
し右沢通りの鉱区となっている。  
御番所の内側には川に沿って役人の家6棟と柵囲の施設が2つあ  
る。甚五間歩の荷置場と御直山甚五間歩の施設である。御直山とは   
幕府が直営しているもので、山師が一定の税を納め独力で稼行する   
のを請山という。  
経営方式が異なる間歩が共存しいたために、産額が減少したり、   
36  
図3－8 元禄7年（1694）佐渡・相川銀山、市中復原図  
（銀山は⑫の銀山図、市中は元禄7年の検地帳によった。）  む 100 200  400  600M  
37   
600M  O tOO 200  ヰ00   
38   
図3－10 文政9年（1826） 佐渡相川市中復原図  
O 100 200  400  600hl 
39   
新規開発の時など公約割合や奉行所の補助、援助の仕様について、   
問題が起こり、様々に改革はこの2方式の間をゆれ動いている。   
右沢通りの中ほどにある四ツ留番所は上流で稼働中の数多い間歩  
をここでまとめて管理するため設けられたものであろう。  
右沢通りは左沢通りに比べて鉱山施設群は小規模である。この流   
域の間歩からの出鉱高が減少し続ける時代を迎え、上相川流域の人  
家や寺が少なくなっていったのである。  
には浄土宗2ケ寺がさらに加わっていたという。寺々があるという   
ことは、周囲に人が住む町があるということ。上相川のように床屋   
や鍛治屋がいたのだろうか。この一帯を後になり銀山町と呼んでい   
る。  
御番所から上流は山奉行の支配地となるので地方や町方を対象と   
した検地帳には銀山町の名はないが流域に銀山稼をする人々の町並   
が形成されていたのである。しかも草創のころに。  
絵図の中6ケ処にある橙色の部分は落山といって落石の散在する   
処であるが、こうした処は坑内から出た廃石を捨てる場所であり、   
かつ一次選鉱からもれた金銀分のある鉱石の散在する処であり、川   






拠点が間ノ山町であり「左沢通り」の銀山入口が間ノ山口御番所   
である。この周辺に家並があり役人家と付記がある。   
間歩の分布からみると御番所から上流1500mほどの範囲が鉱区で   




び北に登れば割間歩荷置場がある。   
左沢通りのほぼ中央に御直山大切山間歩（現在の大立立坑あたり）  
がありこの周辺は家並が密集し、光照寺と読める寺もある生産力の   




間ノ山口御番所を入って左沢を上がると途中に向山がある。ここ   




の時代北沢の流域の中で間歩がもっとも少ない処で町並や住家はな   
い。   
40  
図3－11金銀山の測量図と水貫間切海に向って走る直線が水貫間切   
しかし、中尾間歩など有力な間歩があることから時代によっては   
再開発により鉱脈が見つかり大きな産額を示すことがある流域なの   
である。   
3．7四ツ留番所・改革の前と後   
3．7．1柵固いのある間歩の機能について  
「元禄7年の絵図」にある柵で囲われた12ケ所の施設は、有力な間   
歩なのである。割間歩荷置場、御直山新間歩などと付記がある。囲  
い面積は大小様々あり中に建物や小屋のように見える屋根が描かれ   
ている。  
屋根から見ると囲いの中に1棟のみあるもの、数棟のもの、多数   
の屋根を描いた場所もある。  
柵開いの付記の内容は間歩名のみ、荷置場の名のみ、間歩名と荷   
置場の名がつくものの3種がある。また囲いの中に間歩の印Rがあ   
る場所もある。  
名前の通り間歩、つまり坑道の出入口だけ、物資の荷置場だけ、   
あるいは出てきた鉱石、錘の保管だけの施設としては描かれた建物   
の数がおおすぎる。匪1いの中にある施設の機能を推定してみる。  
いずれにしても鉱石を得るための施設であり、坑内作業支援のも   
のであり、囲いの中は一次選鉱の場でもあろう。これらの棟は鍛冶   
場や山留の小屋、並びに鉱山作業に必要な物資の保管など、鉱石を   
掘り出してから一次選鉱までの作業場なのであろう。つまり山師の   
仕事の範囲の施設群であり、買石へ売り渡すまでの作業を行った場  
所と推定している。  
坑口の印がない荷置場名のみ囲いは1例だけでこの荷置場は右沢   
の甚五間歩のものである。上流に囲いした御直山・甚五間歩があり   
内に建物群があるので、これは荷分後の貯鉱場かと推測している。  
他の囲われた間歩11ケ所の内、御直山と付くものが6ケ所あり、   
この6ケ所がこの時期の幕府直営で他の5つの囲いは請山のもので   
ある。   
間歩に囲いがなく坑口の名前と位置を示したRの印のつく間歩が  
数の上では多数である。これらの間歩から臥に入れられ出荷した鍵  
は12ケ所のいずれかの囲いのある問歩の荷置場に集められたのであ   
ろう。  
3．7．2改革後の四ツ留番所  
少々話はとばすが正徳3年（1713）の改革によって奉行は今まで   
行われていた鉱山仕法を制度化し業務内容を明確にした。御直山の   




資の供給管理、出錘の上、中、下の分別検査、鉱石中に含まれる金   
銀の品位を調べる間吹を行なう処であり、買石への入札立会などの   
場である。  
このため柵囲中には上、中、下に錘を分ける一次選鉱を行う建場  
4J   
図3－12 銭座（天保7年以後）  
小屋、坑内で消費するノミ、タガネの修理製作の鍛冶小屋、曽木（坑   
内支柱）の小屋、坑内への出入改と錘の計量を行う横引場など多数   
の施設が制度化とともに繰り込まれていく。  
また「金銀山敷岡図」（ゴールデン佐渡）の絵巻をみると鍵置場は  
なくなり鍵は建場小屋の貯鉱箱に保管するように改められていた。   
別な場所に番所のある荷分場が設けられ、ここに分別された錘は保   
管された。荷分場では公納分、山師金児分と錘が分けてあり、役人、   
山師以下の立会の上で落札した買石に引渡す場所になっていた。  
中心に行っていたのであろう。鉱山は後期の四ツ留番所による個別   
間歩ごとの監視運営体制に比べはるかにゆるい体制で稼業していた   
のである。   
佐渡年代記の延宝3年（1675）の記述に四ツ留番所の記述がある。   
絵図の描かれた元禄7年（1694）より19年前のことである。  
割間歩が盛んになったとあり、「比節割間歩四ツ留番所内の建場41  
軒石撰女240～250人に及びしと言伝う…・」ただし追記である。   




上の追記は言い伝えではあるが古くから大勢の女性が鉱山の施設   
内で働いていたのである。又、鉱山で使う労働着のつくろいもこの   
町では多数の婦人たちに頼っている。また多くの鉱山絵巻には鉱山   
の手伝いに稚児皆の子供たちが登場する。  
鉱山は鉱山町を形成することでそこに居住する婦女子の安価な労   
働力を大景に得ることで高い採算性と利便性を保つこともできたの   
である。   
3．8勝場と床屋と後藤役所  
3．8．1北沢千軒‥誹帽引こ展開した買石の仕事場   
史料「佐渡四民風俗」は佐渡奉行の命によって宝暦6年（1756）  
に刊行され、天保11年（1840）に追補された記録である。   
3．7．3改革以前の四ツ留番所   
元禄7年の絵図では、四ツ留番所はニケ所しかない。右沢通りの   
中ほどと、左沢通りの上流部にある。この2つは山越道でつながっ   
ていて、上流域に点在する間歩の監理監視の役目の位置にあるよう   
だ。従って改革後の四ツ留番所の役目ではない。  
絵図に間歩の間の歴巨離が示めされている。諏訪四ツ留ヨリ清次四   
ツ留マデ振短岡縄間数合823間5尺という具合である。四ツ留は坑口   
のことで坑口から坑口までの距離の意味で使われている。  
初期の鉱山では四ツ留番所は坑口の番所のこと。この役人を四ツ   
留番人といい改革のあと位が上って四ツ留役といった。  







この文献の刊行された時代から150余年も前に戻った時代の動き   
を述べていることになる。場所、数量、期日など定かでない場合も  
あるが内容は注視すべきものがある。買石が北沢、南沢に居住した   
という往古で始まる記述がある。要約してみる。  
にも人が多かった。…略…   
銀山が不景気になったので山手の町並は人が薄くなり下町が賑   
わっている状態なのである。』  
天保期の追加の項がある。『宝暦6年（1756）のころ上相川は38軒   
しかなくなり、間ノ山、次助町、六右衛門町、南沢あたりまで空屋   
敷ができた。下町は潰れた大家の敷地を切売りして小さな人家が増   
え、また船岡場だった羽田町浜地には家並ができた。…中略…北沢   
の家並みは享保（1716～35）の洪水にて家作が押し流され町がきえ   
た。…中略…北沢には追々人家ができていったが銀山の不景気が続   
き、金銀の少ない鉱石を人手をかけ金銀にするため出費ばかりと  
なった。このため北沢の買石たちは小前の者が多くなった。＝・略』   
以上であるが、さらに洪水の記録や絵図から北沢、南沢の姿を求   
めてみる。  
『相川の下通りの海岸の南側が埋め立てられ町割りができたのが寛  
永6～7年（1629～30）。北側の海岸がさらに埋め立てられ町割りが   
できたのが正保2年（1645）である。…略…往古、銀山近辺の居住   
を第1として海辺の下通りには銀山稼ぎのものは居住しなかったの   
で町並ができるのが遅かった。  
しかし、上相川千軒、北沢千軒の言い伝えのように北沢と南沢の   
川筋や谷間には買石たちの住居が数多くあったと伝え聞いている。   
この場所が（金銀の粉成のための）水の便がよかったからである。   
往古、淡路という大買石が北沢に在り鍵を銀山から運び下げる便  
益のため淡路坂を開いた。   







相川の町を流れる河川はたびたび洪水にあい流域の坑道を埋没さ   
せたり川筋の諸施設を流失させている。地震、津波、高潮、山くず   
れによる被害も多数あったがここでは大雨、洪水による銀山や流域   
の施設、家並消失の記録を追ってみる。  
寛永13年（1636）旧5月には大雨、寛永18年には洪水で銀山の間  
歩が水没している。正保4年（1647）旧8月には大洪水で相川山ノ   
内、濁川（北沢下流）残らず痛む。いずれの洪水でも稼方の仕事を   
中断、鉱山施設を再建している。  
イ．●J   
図3－13 町絵図（1）（元禄期と推定）   
特に慶安2年（1649）旧7月7日、大雨による大洪水は川筋の町々   
の復旧が不可能なほど巨大であったとったえている。  
佐渡年代記に簡略に記述されている。   
「7月7日の大雨で峰通りの土砂が流れでて銀山のなか満水に及び、  
間歩へ水が落ち込んだ。川際の家残らず流れ、屋敷地面も土砂で一   
丈2尺（3m60cm）ほども埋まった。（間ノ山の）宗徳町、嘉右衛門   
町、清右衛門町、庄右衛門町、（下流の）北沢町、坂下町、濁川町の   
家々残りなく流失せしめた。   
右沢にある間歩にも水落込み、家々流され（上相川の）六十枚番  
所、番屋町、本町、鍛冶沢、桐ノ木沢の家々過半損じた。買石共家々   
の鍵も流れ、相川中川通りの橋は残らず流され…略…」  
北沢流域に被害が集中していて山間から海岸域までの川筋にある   
町が流失し河原となっている。上流では銀山諸施設が右沢では上相   
川が、左沢では間ノ山から下流の町々の全て失っている。  
この件、佐渡風土記は銀山施設の被害状況を別に記している。こ   
の大雨は大佐渡一帯国仲まで洪水となったが南部の村では雨が降ら   
ないという極地的なものだったことにもふれている。   
洪水の記録は沢山ある。   










沢川通り出水大破し延宝8年に次ぐ被害となった。   
このように多くの場合、大雨そして洪水となり、銀山から北沢下流   











弘化2年（1845）   
銀山の山々は坊主になっていたのであろう。大雨となるとすぐ洪水   
で施設が破損している。川筋の河原にある家や崖にある懸造りの家   
などがたびたび流されている。  




また元禄7年（1694）検地の時には消えていた大買石が拓いたと   
いう淡路坂がある。   
等々の理由で絵図は1鮒0年代末（元禄期）のものと推定している。  
奉行所の配置や町並などから次の時代の1700年代前半頃と推定し   
た別な町絵図（2）がある。この絵図の北沢町は前の町絵図の倍ほどの  
家並が描かれていて川の両岸に町並がある。淡路坂を下る道の両側   
と対岸の道の両側に家並があるが下山ノ神台地には人家が少ない。   
北沢にかつては大きな町が拓かれていたのである。  




りの人数・百余人…後略。．¶ また下山ノ神台地にも大買石がいたと伝   
えている。  
買石の仕事は鉱石を買い取り粉成し吹方を行い、金銀にすること。   
買石の組織は工程順に石選り、石和、磨挽、板取、ねこ流し、吹大   
工、稀差しなどの職人の分業によって支えられていた。  
奉行所のある上町台地の突端近くは役人が、中ほどは山師や町人   
が拓き南沢、北沢の流域は買石が拓いたのであろう。また北沢の北  
岸にある下山ノ神台地には大きな買石崖敷が7～8軒あり、流域に   
は大小あわせて30余軒の屋敷が並んでいたとも伝えられている。  
古くは北沢の川原に粉成や床屋の作業場が多数並んでいたのである。  
図3－14 町絵図（2）（1700年代前半と推定）  
らの錘を運ぶのに都合よく、河原や傾斜地であっても水の便も良   
かったため買石たちの集まり住む処となっていたのである。  
一枚の町絵図（1）がある。北沢、南沢の町並をみると、なにやら「佐  
渡四民風俗」にある北沢千軒の内容に似ているのである。   
絵図の北沢は北岸にあり町の長さ約300m余、両側に家が並んでい   
る。南沢より規模が大きく描かれている。南沢は沢で河原がなく家   
が建てにくいためであろう切れ切れに町が点在する。  
上町台地から南沢へ下る道筋が6筋ある。流域の沢の規模が小さ   
いため南沢は勝場中心施設とし、床屋施設などは台地に上った処に   
ある。  
北沢の川原は広く川も水量は多いが沢は深く鉱山から遠い。鉱石   
運搬の道は上町台地の町々を通って下る淡路坂1本である。  
この町絵図は色分けしてあり、黄色は町屋、淡い朱色は道、水色   
は水とある。用水池や水路であろう。付記には奉行所の諸施設であ   
る陣屋、役宅、番所、雑蔵などや寺々が記述されている。残念なが   
ら年代の記録がない。町々の様子から年代は正保2年（1645）以後   
で元禄7年（1694）以前絞り込んで元禄期とみていいようだ。これ   
は以下の理由で推定している。  
海辺の下町通りの町並の南半分には通りが4筋あり家並が密集し   
ている。北半分は町ができてまもないようで2筋ある通りの海側1   
本に家並は片側しかない。正保2年（1645）以後の様子であろう。  
奉行所の配置からは後述する寛延2年（1749）再建の施設配置に   
似ている。堀も直で矢巨に曲がっていない。ただし御陣屋1つで向陣  
尋5   
大床屋   
吹分床   
小床屋   







れること少なく往古の勝場や床屋の形を具体的に示すことが今はで   
きない。  
?????
3．8．3施設の規模   
だから初期の買石の施設の規模、数量、名称などについては山師  
の動きほどはつかめてない。ただ、ぽんやりと慶長9年（1604）に   
数百人とも、慶長から寛永にかけ（1596～1624）相川市中に600余軒   
で一軒当たり50～6し）人が働くとも言い伝わっている。  
この外、水車を使って粉成す買石が新穂村など島内6ヶ所にいた。   
金銀山が衰える寛文の頃（1661～73）買石は2（）0人に減り、延宝8年   
（168り）には80人、享保8年（1723）の銀山自分稼ぎ吹き禁止の時   
は54人となっていた。  
役人による再三の産額向上の諸策によっても産金高は長期的な減   
少傾向が止まらぬようになると往古の大買石は消失し、小前の買石   
が増え、近世中期末になると山師とともに買石は幕府二直営工場のシ   
ステムに組み込まれ自立性を失っていたのである。  
年代記に買石の施設、数量が調べられている。寛永20年（1643）   
の門帳である。  
（上通り町々）（下通り町々）   （合計）  
ねこ  90筋  185筋  275筋  
磨  44柄  86柄  130柄  
ゆり板  川4枚  148枚  252枚  
18軒  
門帳は町々にある買石の家を月改めし施設の数に応じて役銀を取   
り立てるための調査帳である。  
ねこは猫のことではなく矢羽状に編んだネコダ（ゴザの一種）の   
ことで上に絹布を敷き、粉にされた鉱石を水と一緒にスベリ台に流   
す、つまりネコ流しの施設である。これを操作する女をネコパパと   
いう。絵巻にはよく子を抱いて作業している姿が描かれている。  
くすねるという意味のJネコパパする」という言い廻しは鉱LU用   
語から発生したものなのである。  
磨は鉱業専用の大きな石臼、ゆり板は盆状になった板のことでこ   
の上に石如きや石臼で挽かれた金鉱石の粉末をのせゆすり泥分と金   
銀を分離する板のこと。「ゆする」というおどしなだめて取り上げる   
という意味のスラングはここから発しているのであろう。  
床屋は金銀の塊りにする施設で、蹄1つずつの大小によって課税   
したため大床屋、小床屋の区別をした。  
吹分床は金銀を金と銀とに鞘で吹き分ける床屋のこと。柄実買い   
は精錬してでたカラミ（鉱澤）にはまだ金銀分があり再回収できる   
のでカラミを買う商売が成り立っていたのであろう。歩替屋は解ら   
尋6  
図3－15 絵巻の寄勝場（奉行所内）  
抜売りを疑われることが多く金鉱石の生産高が低くなると合理化や   
制度改革の対象となった。初期の頃からこの間題は資料に登場して   
いる。  
こうした件が出ている資料の類は役人の手で編まれたものである  
から役人の立場に立った視点で記述されている。山師も買石たちも   
経営を行っていたのであるから利益を得る方向に走るのは当然のこ   
とである。  
鉱山を活動させることで金銀を得て小判を増したいという幕府の   
側に立つ奉行所役人の解決策と対立する立場でもあった山師、買石   
たちは金銀の生産額が低下しつづける中で再開発資金を出しつくし、   
奉行所に助力を求めるまでになる。ついでは経営力も失っていくの   
である。   
問題の底流には江戸幕府の財政問題と鋳貸政策からきた銀山経常  
の方針がひかえていたのである。つまり、幕府の造る小判は時代と   
ともに小判1枚あたりの金の割合を下げ流通量を上げる政策をとる。   
このため、多くの金銀を求め鋳貸を行った。時として古い小判を改   
鋳し、新小判を増やすことも行われたのである。  
抜売りについての初出は元和4年（1618）である。これまで町人   
の筋座で金を吹立てていたが抜売りをしている趣があるので取り止   
め、役人の取扱いの公儀座が筋金の吹き出しを行い極印付とし流通  
管理を容易にした。  
そして吹立てと吹分けの場所を別にするため吹分床尾を新築して   
いる。  
ない。  
この記録は上通りと下通りの町々を役人が手分けして集計したも   
のである。  
水を大量に使うネコ流しと磨が上通りでは134基であるが、下通り   
町々が271基と2倍以上ある。南沢は上通りの町々に入り、北沢は下   
通り町々に入っている。   
文末にこの寛永20年の施設規模は昔より衰えたので数が減ったと  
聞いていると結んでいる。しかし、近世後期の天保年間（1830～43）   
に比べ4～5倍の施設規模となっている。   
同じく年代記に正保2年（1645）市中の床屋を調べた記録がある。   
大床屋6軒（＋1）吹分床屋8軒（－1）、小床屋54軒（＋30）とあ   
る。（）の内は2年前の寛永20年の門帳からの数字の増減である。   
小床屋が増えているのは金銀分の少ない粗鉱から合金にするため  
の労力の増加を示していて産金高は減少しているのである。  
この寛政の時、仕法改革があった。理由はこの床屋の方法で吹立   
てをしていると筋金や山吹銀が脇へ散り産額が下がる心配があるた   
め町床屋を止め、確実なる者5～6人に床屋を申し付け、横目付の   
役人の監督と立合で作業を行わせ、吹立高を明記し勘定所へ提出さ   
せる改革であった。  
役人による改革と合理化が繰り返される時代を迎えていた。  
3．8．4金の抜売と改革の繰り返し   
買石は金鉱石から金銀を取り出す特殊業務を担っているため金の  
47   
そしてこの時代になると買石に対する役人の評価が「往古は身代  
よき大買石がいたが、このごろの員石は山師とは格別に異なり身元   
も軽き者にて当面の利得によって動く者と其の名も人にしられ侯・t・  
中略…」と山師とは雲巣泥の差となったと嘆かれている（四民風  





け出ているようなのでこれを調べ止める方法を奉行が打ち合わせを   
行ったと記録にはある。  
享保8年（1723）今まで買石は自宅の工場で灰吹銀を吹立ててい   
たが今年から床屋6軒に決め役人立合で吹立とする。（年代記）この   
件「四民風俗」では別に述べている。  
「奉行は買石の輔取り上げを行い買石の良不良を選択し、上、中、   
下の3組に分け、1組に小床屋10軒とし、吹分け床屋2軒、銅床屋   
1軒と定めた。」   
鞘をとり上げる不正の発覚処理とその防止のための対策は以後何   
度も行われている。  
享保9年（1724）また改革があった。  
鉱山でも改革があり直山、請山の稼ぎ方を変えたが相川市中では   
買石による金銀の吹き隠しがたたびたびあり取締りを行った。買石   
は66人いたが優良なる11軒を吹子所とし公儀床屋と定めた。  
こうした諸改革のあと宝暦8年（1758）試し吹きや、買石による   
鍵の安価買入の防止など対策が行われるが結局は買石の仕事を町内   
で行わせてはだめで奉行所内に工場を作り直営化し、監視、監督と   
経営の合理化を一体として行うのが最長という大改革案を作り宝暦   
9年に実施した。  
こうして錘の出荷、検査から金銀の製造小判造りまでを一貫した   
生産ラインを敷くことになった。  
3．8．5後藤役所と佐渡小判の製造…奉行鎮目が造った基本形   
少々初期の話に戻すが、元和4年（1618）奉行となった鎮目市左  
衛門は元和7年、今まで島で筋金にし江戸に送って小判とし島で必  
要な分を返送していたが、産出の金を島で小判にして必要経費分以   
外の余剰を江戸へ上納することにした。   
このため佐渡奉行所の敷地を分けて金座である後藤庄三郎役所が   
たてられた。   
翌8年に後藤庄三郎手代庄兵衛他2名と小判師数名が来島して佐   
渡小判を小判所と連携で製造を始め、文政2年（1819）まで行う。  
この間、3回製造を中止し焼金で江戸へ上納している。   
中断期間は元禄6年（1693）から7年間、正徳元年（1711）から  
3年間、享保10年（1725）から22年間のことである。いずれも金の   
産額カミ極端に少ない時であった。  
後藤役所は後藤座ともいい幕府の金貨鋳造の独占工場である。小   
判所と対になって小判を造る今でいえば大蔵省造幣局にあたる工場   
4β  
図3－16 絵巻の寄床屋。（奉行所内）  
2つには金鉱石の品質検査と売却管理の部門。   
3つには選鉱・製錬といった粉成、吹方の部門。  
4つには金、鍍の品質保証と鋳貨システムの部門。  
ただしこの元和8年の後藤役所設置による小判の製造の時点では   
あくまで佐渡の金山の基本的分業形態が定まっただけである。   
この後、1～3の部門では様々な方法で改良、改革、合理化が行わ  
れていくが、この4つの部門の分業や協業体制が工場制手工業の施   
設に達するのは金鉱石の品質や生産力が低下した近世後期に近い正   
徳4年（1714）と宝暦8年（1758）の改革を待たねばならなかった。   
3．9奉行所の機構と改革の流れ   
3．9．1機構改革の特長   
金銀山の生産システムの改革は稼方（鉱山）か、粉成吹方の部門   
かいずれかがきっかけとなり行うことになる場合が多い。  
最大の問題で基本的でもある原因は、資源である良質な鉱石（錘）   
の長期的な減少とそれに伴う金銀の生産高の低下である。  
様方の部門で起こる原因は艮鉱を求めて起こる再開発や出水、排  
水問題による出資増などであるが洪水など自然災害による被害も大   
きかった。   
対策は排水器具の導入や水貫間切、後になり水替人足の投入など   
による人員配置などが検討されている。新しい再開発の方法の実行  
では資金や利益配分の問題と多様な労務管理対策が上がってくる。   
粉成吹方の部門では課題はいつでも金銀分の効率のよい回収のた  
なのである。  
小判は金を一定の貨幣とするために規格化したもので後藤座の権   
限は定まった品位の一定の重量の金であることを保証して後藤座の   
検査済印を小判に打ち込むことにある。小判にするまでのおおまか   
な行程は以下の通りである。  
小判所で延金にされた小判の地金を後藤役所で鑑定し、合格品に   
極印を打ち小判所に戻す。小判所で小判一枚の重さに四角に荒切す   
る。これを後藤役所で形を整え小判形にし、完了の証しとして極印   
を打ち色付けして仕上がりにする。  
鉱石採掘から床屋で吹き分けるまでの作業は、金と銀に分離し続   
ける作業であったが、後藤役所の仕事は金に銀を一定の割合で混ぜ  
て小判とする作業である。小判が純金では軟らかすぎ傷や変形して   
しまうからであろう。  
小判は一枚の小判にどのくらい金が含まれているか（金の品位）   
ということと、どの小判も均質で一定の重量であることがポイント   
となる。ここに後藤役所の重要性があった。   
元和7年の後藤役所の佐渡設置をもって金、銀を効率よく鉱石か   
ら得て貨幣として江戸に送る体制ができた。こうして幕府は佐渡の   
金銀山と島の経営の基本的な施策とその運営の方針を定めたのであ   
る。  
以後金山の基本的な運営方針は大きく4つの部門ごとに行い、改   
革もこの部門ごとに行われていった。   
1つには鉱山での探鉱から採掘まで行う稼方の吾肝ヨ。  
49   
めの方策造りであった。後になるほど薄鍵を大量に粉成し金銀にす   
ることの負担増が問題となる。  
問題の発生は買石の自前施設である勝場や床屋で起こる無駄や金  
の抜売などによる不正発覚などが発端となる場合が多い。   
対策は免許停止、取り上げとそれに伴う改革となる。役人立合で  
の作業体制、鉱石の品位の検査方法の改良、共同仕事場の新設（寄   
勝場、寄床屋）などである。  
改革を行うと不思議なほど金銀の回収率は確実に向上したがほど   
なく低下している。  
金銀の産出高の低下による再開発、改革の事例は時代を降りるに   




正徳3年（1713）同4年の機構改革。   
享保9年（1724）奉行小沢志摩守による銀山改革。  
宝暦3年（1753）奉行所の組織改革。  
宝暦8年（1758）奉行石谷清昌の機構改革。   
明和5年（1768）代官制の廃止など奉行所の改革。  
区分されていた。  
寛永12年の改革は奉行所の大幅な人事移動で江戸にいる奉行が留   
居役6人余を決め島の行政を運営させたもの。金銀山の仕法は元和   
期の状態が生きている。  
3．9．3元禄の仕法改革  
元禄3年から始まる仕法改革は銀山方の再開発といってよく内容   
は在島した留居役の江戸にいる奉行への報告である上申書（宝永4   
年・1707）に詳しい。  
南沢水貫間切の開始、諸間歩の再投資、低品位鉱からでも粉成す  











内容を徹底させ銀山方、町方、地方、他国との交易など天領である   
3．9．2寛永の改革  
佐渡は天領である。奉行を頂点に相川の町を治める町方、島の行   
政を行う地方、鉱山を治める銀山方の3つのセレクションに機構は  
50  
図3－17 絵巻の金銀吹分床屋（奉行所内）  
佐渡の支配の運営方法を初めて詳しく定めた改革。  
この内容は正徳4年（1714）の諸役人勤苦に詳しい。（町史資料集   
7）銀山関係の役職は15あり山方役以下、西三川金山役、問ノ山御   
番所役、六十枚口御番所役、金銀改役、諸御直山四ツ留番所役、錘   
売役、定床屋役、筋座役、小判座役、小判座昼番役、極印座役、極   
印座昼番役、鉛座役、符付役となっている。  
記述のある33の職種の内15の役職が銀山関係なのである。但し後   
藤役所は独立した機関なのでここには入っていない。  
山方役の場合、役人4人で職務は銀山の見立、取り立て、煙抜と   
気絶の防止、四ツ留番所の設置、物資の調達、荷分けと買石への入   
札売渡し、鍵の間吹など多伎に渡った職務の内容説明がされている。   
金銀改役の場合、役人3人で粉成錘1カ月分の量の検査から始ま  
り、勝場仕事と金銀の吹立てが仕事である買石の小床屋などでの検   




な買石11軒を公儀の吹子所として1軒当たり役人2人を付け、金銀   
の吹き方の検査立合をさせている。  
役職の改革内容をみると錘粉成役、銀山舗廻り役など新設され銀   
山の業務が整備された。  
3．9．6宝暦3年・宝暦8年の大改革   
宝暦3年（1753）における奉行所の組織改革は島最大の寛延の一  
揆を契機に行われた。改革は奉行が直接支配する寺方、公事、町方   
の部門と代官が支配する地方、蔵方、銀山方の部門に分けた。広間   
役は月番役2人、町方役2人、地方役2人、吟味役4人の4役10人   
を定め、この広間役に地役人を登用し重職の道を開いた。  
宝暦8年（1758）、奉行石谷清昌は宝暦3年の奉行所の改革で行っ   
た代官制と奉行2人交代制の欠点を補うため江戸より組頭2名来島   
させ、広間役以下を指揮した。あわせて広間役の職務分担を改め、   
6人で寺社、町方、地方、銀山方の職務を行った。  
この時、銀山仕法は大胆に改変し合理化され鉱山から金銀にする   
まで直営化した工場制手工業の体制をもつに至った。  
まず荷分け法など改正し、鉱山の大半が御直山となり、山師の大   
部分が奉行所からの扶持人になった。  
これまで粉成を行う場所は市中にある買石の居宅の勝場であった。   








5J   
原因が灰や火の不始末で夜半から明け方に出火して風が強く大火   
になる事例が多いようである。記録のうち大火や奉行所の火災をと  
り上げ出火場所、範囲、焼失戸数などを示してみる。   
寛永2年（1625）下寺町円徳寺から出火。近辺の寺々残らず焼失、  
南沢から大工町、庄右ヱ門町まで類焼。桐の木沢・源  
昌寺で止まる。   
寛永3年（1626）板町より出火。大間町、材木町の家数250軒程類焼   














失、焼死のもの78人。   
承応元年（1652）下戸町より出火。家14軒類焼   
ていてここで灰吹銀を吹き立て次に上京町にあった分床屋で金と銀   
に吹き分けていた。  
勝場、寄床屋、分床屋とも町内に点在していて無駄も多かったの   
である。また、ごまかしのないよう事前に鍵から試しに金銀を吹き   
立て鉱石の品位を見定め買石に入札させていたが、それでも役人か   
ら見れば数々の不正があった。   
買石が利益を上げる方法は色々あるが錘の品位以下の安価買入も   
その1つである。また分床屋で金と分けられた山吹銀にはまだ金分   
が残留しているので、ここから再び金を絞り取ることもあった。   
仕法改革は今まで市中に分散していた勝場や寄床屋、分床屋を集   
約して工場を造って無駄を除くことであり、経費削減や不正防止す  
ることであった。加えて錘の公約割合を決め、吹分所を統合し間吹   
所や小判所、後藤役所もある効率のよい工場群を作ることであった。   
場所は奉行所御園地内に建設し、工場への出入口は専用のものとした。  
こうして採掘から選鉱、製錬、小判鋳造といった行程通り検査処   
理できる工場が作られ役人の監理体制も徹底したのである。   
3．10大火と奉行所・その施設内容   
3．10．1相川の大火  





図3－18 絵巻の小判所（奉行所内）  
元禄10年（1697）羽田町より出火。羽田番所を始め、町屋82軒、  
寺1、土蔵6、囲船1隻焼失。  
元禄12年（1699）大間町より出火。隣家8軒焼失。   
正徳元年（1711）中京町より出火。上京町、庄右ヱ門町、左ヱ門  
町まで延焼、寺1、医師5軒、分床屋2軒、土蔵3棟  










慶応元年（1865）大火38戸焼失。   
これが明治以前相川240年間の大火の記録である。大火と再建を繰   
り返し、また密集した町が再現されている。土蔵や消火桶の設置、   
消防のための火消人足の制度などの整備をおこなっていたが、火除   
地などを作る防災の計画性は生まれていなかった。  














3．10．2奉行所の焼失と再建の記録   
奉行所もこうした大火や火災で焼失し6回建設されている。この   
建設期によって奉行所の施設内容をみることにする。火災と建設期   
の関係は以下の通りである。また正保元年の類焼は、検地帳焼失し   
再筆記しているか、詳細不明のため除いた。  
（∋慶長8年（1603）長安による陣屋建設（以後44年間使用）  
…正保4年（1647）旧6月焼失。   
②正保5年（1648）奉行所再建（以後100年間使用）  
・‥寛延元年（1748）旧7月焼失。  
、；、‘ブ   









加工途中の筋金や山吹銀の焼失があるため、奉行所の中に金銀吹所   
や小判所がこの時期に建っていたのであろうが場所が解らない。元   
和期のころから陣屋を奉行所と呼ぶようになった。   
奉行所は寛政12年（1635）の改革を受け、改良・増築されたと思   
われる。  
長安の陣屋建設以後44年間使った奉行所は正保4年（1647）の大   
火で焼失。旧6月新五郎町より出火、東の烈風と水枯のため、上町   
台地の大半、鉱山近くの大工町、間ノ山まで残らず焼失。陣屋を初   
め運上屋、土蔵、極印座土蔵、役人宅37軒、後藤役所土蔵など残ら   
ず類焼し置いてあった仕上った小判や印銀、加工途中の金銀も火災   





慶長8年（1603）大久保長安の命によって上町台地の突端に陣屋   
が築かれ、相川の町道りの先陣となった。敷地はおおよそ12000坪ほ  




元和4年（1618）鎮目市左衛門が奉行となると茶室、花火田、築山   
など取払い跡地をのちに後藤役所に下さる。陣屋の書院は制度を越   
え過ぎたるものであるため取壊している。後藤役所はほぼ現在の相   
川病院の位置にあった。ずいぶん広々とした陣屋の配置であったこ   
とが推察できる。  
この時代陣屋の囲い地内に極印座と土蔵を作っている。元和7年   
には後藤役所を建てて奉行所と区分けしている。火災記録をみると  
3．10．4正保の再建と寛延の大火  
再建された奉行所の建坪は724坪となった。再建は翌年の正保5年   
（1648）と思われる。この時奉行所廻りの石垣や堀を越中からきた   
石工に築かせている。堀には上相川・幸ケ沢より用水で水を引き、   
大門前の井戸に入れてから堀に通している。  
堀端はのちの享保元年（1716）に土手を築いたが、翌年取払い延   
享元年（1744）になって柵をめぐらした。柵は以後幕末まで奉行所   





の波を受けている。金銀山の様方の検査、吹方の看視の対策はより   
細分化され役職も増加している。  
正徳3年（1713）の改革では奉行2人制となったので陣屋と向陣  
屋が建てられ、月番役、山方役、町方役など定められたのでこれら   
重職の業務は御役所の間取に反映していたはずである。3度の改革   
は銀山方の仕事を重いものにしたのでこれも役所の間取に生かされ   
ているはずと推察している。  
この奉行所は寛延元年（1748）旧7月の大火で奉行所を失ってい   
る。四十物町貸家から出火し、御役所をはじめ印銀所、御蔵、その   
外の土蔵を類焼し、役人家15軒、同心の家13軒、後藤座の者の屋敷   
焼失。東風が烈しく火が盛んに燃え、防火できず立退く。   
臨時に月番役の役宅をノ仮の奉行所とし会津町の役宅を仮の役人詰   
所に使ったとある。  
3．10．6寛延2年の奉行所の配置とその間取   
絵図をみると造営された奉行所は、堀と柵に囲まれ3つの部分と  
馬場に分かれていた。後代のものに比べ簡素な構成であるがこの3   
つの区切は以後の奉行所の配置にも生かされている。  
大御門を入ると現場と直結した各役所が並ぶ。中央に塀重門と御  
役所、奥に入って海が見える処に奉行の住居（陣屋）と向陣屋があ   
る。これらが柵と門で区切られていた。  
この3重の構成のおのおのに井戸が設けられていて、非常時独立  
して守れるようにしている。外の水堀や御金蔵役所前の井戸は防火   
専用であろう。  
大御門をくぐると門番棟3棟と北側に御普請所、使役長屋が7棟  
並び、南側に地方役所こ筋金所、金銀吹所、錘役所、山方役所など   
並ぶ。  
すでに元和のころからの慣行であろうか金銀吹所が奉行所内にあ   
り、やや離れた西側に御金蔵役所と土蔵、印銀所役所と土蔵が設け   
てあり、筋金（自然金）の吹き分け作業は奉行所の管理する処となっ   
ている。  
塀重門を入ると御役所となる。御役所は敷地のほぼ中央に位置し、   
間取をみるとここに白州があるところから裁判所であり、勘定方が   
あるので島や鉱山、町方などの経営が行われた処でもある。町同心   
部屋があることから御役所に町方役所が入っているのであろう。思   
いの外、小さな建物である。  
3．10．5寛延の奉行所再建と寛政の大火   
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御役所  
御金蔵  役所  広間衡卸長屋   広間役御長屋  御物見   大御門  御門番所  
御  
奥にある奉行の居宅（陣屋）の面積は広く、付属屋には馬屋・土   
蔵などや物見から給人、小姓、中間の棟まで控えている。   
北側にある向陣屋は新しい奉行が来島し新旧交替する時、旧奉行   
が使うもの。居宅と同面積である。奉行居宅（陣屋）と向陣屋が敷   
地の中でもっとも大きな建物となっている。奉行の権限の大きさを   
知ることができる間取である。  
陣屋と向陣屋や金銀山の各役所がある処から元禄、正徳の改革を   
受けた構成となっているのであるが地方役所は端にあり、町方役所   
は間取には出てこない。火災直後のこととてあるいは簡素な再建と   
なっているのかも知れない。目立つのは銀山関係の山方役所、印銀   
所役所、御金蔵役所と奉行の居宅などである。  




あった。造成し直された空地1550坪へ寄床屋、役所、小判所、錘置   
場、湯屋、定間吹所、分粉成勝場、金銀吹分所、炭納屋が設置・建   
設され、奥の旧馬場あたりの650坪余は御武具蔵、鎮守稲荷社、馬場   
に建て直されたのである。  
この直営化を受けた奉行所は寛政11年（1799）旧5月の大火で全   
焼している。寛延の再建より50年目のことであった。   
史料には奉行所御囲い内にあった類焼した施設が記録されている。  
組頭役宅から夜半出火し、広間役長屋、陣屋御国内の諸役所、御武  
貝蔵、諸君物を入れてあった2棟の土蔵、地方役所、金銀前賃銭が   
入った土蔵、陣屋、向陣屋、御金蔵役所、御作事方役所、辰己口番   
所、金銀吹分所、寄勝場、穿整勝場など類焼し、明け方奉行所内で   
鎮火することができた。  
また、御金蔵3棟、小判所、定問吹所、本途床屋の棟は火を防ぐ   
ことができた。奉行は相川・大願寺を一仮陣屋とし、組頭、広間役は   
願泉寺を仮役所として使った。  
3．10．7寛政の奉行所再建と天保の大火   
奉行所再建は寛政11年（1799）旧6月から始まり、御普請入用積   
りは御材木8590本、末木38本、米138石余、銭9089貫文余と計上して  
取り掛った。御役所そのほか普請ができたのは旧9月29日で上棟規  




今まで広間役長屋は奉行所の外にあったが、この時をもって囲い   
内の腰部へ移ったのである。また、陣屋廻りの海上に臨む処は板塀   
であったが海防上石垣の塀とした。  
この奉行所は35年後の天保5年（1834）旧9月夜の大火で焼失し   
ている。出火場所は奉行所御国内作業小屋であった。西風強く、大  
御門、広間役長屋、向陣屋、鍵納屋、組頭役宅、孔子廟学問所、そ  
の他を焼き、火は味噌屋町、八百屋町、長坂町、下、中、上京町へ   
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広がり、会津町、左門町、米屋町が類焼した。  
素早い対応で類焼をまぬかれた奉行所の施設は御役所、向陣屋、   
辰己口番所、御金蔵、御雑蔵、勝場、床屋、定間吹所、吹分所であった。  
銀山方、地方、町方の部屋となり周辺に白州や土蔵、取立所、町年   
寄詰所などがある。北側は苦役、勘定方、筋金所、大玄関となって   
いた。これは宝暦3年（1753）、宝暦8年の大改革を基にした明和5   
年（1768）の改革を生かした構成と思われる間取で、御役所と工場   
の部分はずいぶん機能的な内容と配置になっている。  
火災のたびに奉行所は少しずつ小さな面積となっているように史   
料からは思えるが、実際は度重なる機構改革によって役所部門も人   
員も増加し、それによる大きな建増があったのである。  
最も大きく変わった部分は大御門と周辺にあった各役所の部分で  
ある。天保期には南から順に堀端に御金蔵と役所、広間役長屋2戸、   
大御門、御門番所、御作事方役所とその付属物置などである。一段   
下って、奉行所の敷地の半分ほどを占める製錬工場施設が造られて   
いる。  
工場群は辰己口番所を工場専用の出入口にして工程順に施設が並   
ぶ。鍵置場、大きな勝場棟2棟、灰吹床屋、寄床屋、小判所と役所、   
床屋と定問吹所と役所、分粉成勝場、金銀吹分所と出張してくる後   
藤座役人の作業所、炭納屋などである。  
奉行所の堀の外の東側には組頭役宅が2戸と後藤役所があり、防   
火用水と工場用水を兼ねた水路が2筋北沢上流から引かれている。   
奉行所の囲の中で用水は引き分けられ陣屋では池へ、御金蔵前と用   
材の多い作事方役所では大きな水溜が作られ、ここに用水は引かれ   
ている。さらに用水は1段下って工場の勝場以下、各施設に引き込   
まれている。  
3．10．8天保の再建・奉行所の間取と安政5年の大火   
奉行所の再建は同年の天保5年（1834）より計画され費用内訳は   
御材木2637本、末木157本、米95石余、銭5999貫文余とある。孔子廟   
などは地役人有志のものの寄付にて再建、学問所は御役所経費で対   
処する。  
以上の伺害を12月中に江戸にいる奉行に出し、翌年4月下知が   
あった。ゆっくりした動きであるのは奉行所の中核機能が防災によ   
り保全されていたためであろう。このため以前の寛政期の奉行所と  
似た配置で復されたと考えている。  
奉行所絵図面が2面ある。文政2年（1829）以前と思われるもの   
と天保年間（1830～43）のものである。文政期と天保期の奉行所の   
配置や間取りは酷似している。異なった部分は工場の寄勝場の大横   
か、後の天保期のものか1棟多く、それだけ大量に薄鉱を粉成する   
ようになったのである。約100年前の寛延2年造営の奉行所と比べて   
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天保期、奉行所の空間構成はもっとも充実し、建物の延床面積は   
最大となっていたのである。   
天保期の奉行所は慶長元和期から引き続き改革された結果の表れ  
で、構成上3つの特長がある。奉行の陣屋と向陣屋、御役所の間取、  
鉱山とその直営工場である。この構成はそのまま幕府の天領政策の   
特長をあらわしたもので、後藤役所を含め全国例がない存在だった   
のである。  
安政5年（1858）この奉行所は焼失している。  
旧5月、南沢町非人小屋より出火、相川町始まって以来の大火と   
なった。久しく晴天続きの処この日は朝から南風と風向一定せぬ悪   
風が繰り返したため四方に燃え拡がった。その上、当日は山向こう   
の河原田町の祭礼でこれに赴いた者が多く、消防の人手不足もあり、   
大火となる。焼失したものは、地役人宅135軒、町数35町郡、家数133   
1軒、寺院10ヶ寺、社3ヶ所、山伏家8軒、土蔵52棟、下相川家数   
43軒、焼死者4人。  
奉行所関連で焼失したものは奉行陣屋、向陣屋、諸役所、組頭役   
宅2、江戸広間役長屋2、寄勝場、床屋など11軒あり奉行所全部と   
いえる。加えて金銀改役所、御金蔵役所、間吹所、金銀吹分所、小   
判所、地方土蔵、御武具蔵、書物蔵など全焼である。ただし、御金   
蔵だけは焼け残った。  
文化14年（1817）から佐渡では製造せず焼金のまま江戸へ送ってい   
たので、小判所と後藤役所の役目は終わっていた。明治に入り奉行   
所の堀端の柵を廃し、佐渡県の政庁、のちに新潟県支庁として使う。   
この間、町方、地方、山方、公事方の諸役所、裁許所は撤去改造さ   
れ奉行の役宅（陣屋）は取り払われた。  
工場部分は分離し、かつて買石たちが群がっていた北沢に移され   
動力を使った近代的生産体制の鉱業に姿を変えた。そして旧奉行所   
の建物は支庁移転後昭和17年焼失をもって跡地は中学校となり相川   
は近世の残香を失った。  
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